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フ

▽
名
前
の
由
来
は
？

―
四
姉
妹
み
ん
な
に
「
咲
」
と
い
う
漢
字
を
つ
け
た
く
て
、
「
秋
」
に
生
ま
れ
た
こ
と
も

あ
り
「
咲
秋
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
お
姉
ち
ゃ
ん
達
の
よ
う
に
笑
顔
と
優
し
さ
を
忘
れ

ず
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
人
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
の
想
い
を
込
め
ま
し
た
。

▽
姉
妹
で
ど
う
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

―
仲
良
し
四
姉
妹
。
ぬ
り
絵
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
粘
土
遊
び
や
外
遊
び
も
。
時
に
は
取

っ
組
み
合
い
を
し
た
り
、
じ
ゃ
れ
合
っ
た
り
も
し
ま
す
。

▽
好
き
な
食
べ
も
の
は
？

―
基
本
何
で
も
食
べ
ま
す
。
果
物
で
は
イ
チ
ゴ
が

大
好
物
で
、
お
っ
き
な
口
を
開
け
て
か
ぶ
り
つ

き
ま
す
。
何
か
を
半
分
こ
し
た
り
す
る
と
、
大

き
い
も
の
や
量
が
多
い
方
を
選
び
ま
す
。
と
っ

て
も
食
い
し
ん
坊
さ
ん
で
す
。

▽
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？

―
家
族
で
イ
チ
ゴ
狩
り
に
行
っ
た
時
は
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
一
番
多
く
食
べ
た
り
、
畑
で

は
全
身
泥
ん
こ
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

▽
家
族
と
の
過
ご
し
方
は
？

―
農
繁
期
は
畑
や
家
の
周
り
で
土
に
触
れ
合
い
ま
す
。
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
り
、
飽

き
る
と
泥
ん
こ
遊
び
や
虫
捕
ま
え
を
し
ま
す
。
パ
パ
の
趣
味
と
も
気
が
合
う
よ
う
で
、

一
緒
に
魚
釣
り
に
行
っ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
の
バ
イ
ク
や
車
に
乗
っ
た
り
し
ま
す
。

▽
ご
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と

―
四
女
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
咲
秋
。
甘
え
ん
坊
さ
ん
だ
け
ど
も
、
負
け
ず
嫌
い
な
と

こ
も
あ
っ
て
、
一
番
た
く
ま
し
い
。
で
も
、
優
し
い
咲
秋
が
パ
パ
と
マ
マ
は
大
好
き
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
咲
秋
ら
し
く
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
優
し
さ
を
忘
れ
ず
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
育
っ
て
ね
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

米300ℊ

水300ℊ

ブイヨンキューブ１個

しょうゆ小さじ１

タケノコ水煮１/２本

トマト小１個

冷凍ムール貝200ℊ

新タマネギ１/２個

１．Ａのうち、タケノコ水煮は縦にスライスして
さっとゆがき、トマトは１㎝角に切る。新タ
マネギは粗みじん切りにする。

２．米を研ぎ、ざるにあげて20分置く。炊飯器に
水を入れ、米とＡを
全て入れて20分浸水
し炊飯する。

３．炊き上がった２を彩
り良く器に盛り付け
出来上がり。

材料(４人分) 作り方

Ａ
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再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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▲三女の心咲ちゃん

(４歳･左)と一緒に



▼
就
農
し
た
経
緯
、
き
っ
か
け
は
？

小
さ
い
頃
か
ら
父
の
後
を
継
い
で
牛
を
育
て
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
岩
手
大
学
農
学
部
で
畜

産
関
係
の
勉
強
を
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
卒
業
後

は
ス
ム
ー
ズ
に
就
農
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

机
上
の
知
識
と
現
場
で
の
仕
事
の
差
に
戸
惑
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、
父
や
同
じ
畜
産
農
家
の
人
た
ち

か
ら
の
指
導
や
助
言
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

▼
農
業
の
魅
力
は
？

肥
育
牛
は
太
ら
せ
る
こ
と
が
仕
事
で
、
エ
サ
を

食
べ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
。
繁
殖
牛
は
無
事
子

牛
が
産
ま
れ
る
と
ホ
ッ
と
す
る
し
、
病
気
に
は
気

を
使
い
ま
す
。
大
学
で
は
一
般
的
に
「
大
き
く
育

て
て
、
ど
の
よ
う
に
サ
シ
を
い
れ
る
か
」
を
学
ん

で
き
ま
し
た
が
、
尾
花
沢
に
帰
っ
て
き
て
思
っ
た

こ
と
は
、
こ
こ
で
肥
育
さ
れ
た
牛
の
肉
は
と
に
か

く
お
い
し
い
と
い
う
こ
と
。
そ
の
土
地
に
あ
っ
た

肥
育
技
術
が
あ
り
、
「
奥
深
さ
」
を
感
じ
つ
つ
、

自
分
も
最
上
級
の
肉
質
に
な
る
よ
う
に
勉
強
し
努

力
し
て
い
ま
す
。

▼
休
日
は
？

和
牛
を
食
べ
る
の
が
好
き
で
、
仲
間
と
一
緒
に

食
べ
歩
き
に
も
出
か
け
ま
す
。
昨
年
10
月
に
鹿
児

島
県
で
開
か
れ
た
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
出
品

し
た
和
牛
の
試
食
会
も
し
ま
し
た
。

▼
今
後
は
？

出
荷
し
た
牛
の
肉
質
が
良
か
っ
た
時
は
う
れ
し

く
な
る
し
、
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
か
ら
喜
ん
で
食

べ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
牛
を
育
て
て
い
き
た
い
で

す
。
夏
に
牛
肉
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
が
、
地
元
の

人
た
ち
か
ら
も
機
会
を
設
け
て
食
べ
て
も
ら
い
、

尾
花
沢
で
育
て
ら
れ
た
牛
の
お
い
し
さ
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

就農して６年目の東海林さんは、家族と黒毛

和種の肥育牛、繁殖牛を120頭ほど育てていま

す。管理作業が忙しい中、お話を伺いました。

尾花沢市野黒沢

東海林
とうかいりん

篤志
あつし

さん(28歳)

■
理
事
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／
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カ
レ
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第１号 当ＪＡの課題および令和５年度事業計画の方

針・事業管理費の骨子について

第２号 令和４年度自己改革工程表の実績および令和５

年度自己改革工程表について

第３号 任期満了による役員選任について

第４号 出資口数の減口承認について

第５号 大口貸出金の承認について

【報告事項】

・理事会への経過報告および行事予定について

・主要勘定・安全性の指標について

・地区別座談会の開催について

・令和４年度鳥インフルエンザ等ＪＡグループ支援募金

について

・肉用牛販売実績報告について

・共済事業向けの総合的な監督指針等の一部改正について

・（仮称)村山農機センター新築工事について

第12回理事会が２月21日に開催。

主な議案と内容は次のとおりです。

｢農業と地域の未来を見据えて～次世代へ向けた

改革の実行～」（第九次経営管理３カ年計画スローガン)

2023. ３

NO.336

【全体運】せいては仕事を仕損じま
す。力をためてチャンスを待ちま
しょう。耳に痛いアドバイスこそ
あなたの役に立つはず
【健康運】目や歯に違和感を感じた
ら早めに病院へ
【幸運の食べ物】レタス

【全体運】人との交流が現状を大き
く変えていきます。今まで関わっ
てこなかったことにも耳を傾けて。
うれしいお誘いも
【健康運】喉のケアが大切。外出後
は必ずうがいを
【幸運の食べ物】タラの芽

【全体運】不安な状況も次第に解消
へ。あまり思い悩まず「何とかな
る」と、ドンと構えて。朗報がも
たらされ好転します
【健康運】旬の食材を使ったメニュ
ーで元気を補充して
【幸運の食べ物】キクラゲ

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

来月のあなたの運勢 ４月占いコーナー

【全体運】パワフルに過ごせます。
志を高く持ち妥協しない姿勢で運
が開けます。遊び心を忘れず楽し
みながら進めて
【健康運】検診で健康チェックを。
早期発見で大病を回避
【幸運の食べ物】アスパラガス

牡羊座 3/21～4/19 牡牛座 4/20～5/20

【全体運】運勢は盛り上がり大きな
進展が見られます。あなたらしく
未来志向でいきましう。過去の問
題には触れないで
【健康運】痛みなどの再発に注意。
ケアに力を入れて
【幸運の食べ物】さんしょう

射手座 11/23～12/21

【全体運】頑張っているのにうまく
いかずいら立つことが。そもそも
のやり方が間違っているのかも。
状況を分析し直せば好転します。
【健康運】うっかり、ぼんやりでけ
がのないように
【幸運の食べ物】ゼンマイ

【全体運】交友関係が活発化。うわ
さ話は控えて。正確な情報発信が
あなたの信頼を高めます。家族優
先が◎
【健康運】生活リズムの維持を心が
けて。発酵食品にツキ
【幸運の食べ物】タケノコ

【全体運】困っていた問題は解決に
向かい、のんびり過ごせそう。迷
ったときは利益優先を控えて成り
行きに任せると吉
【健康運】体力アップのチャンス。
新メニューも試して
【幸運の食べ物】グリンピース

【全体運】大きい追い風に吹かれ忙
しくなりそうです。パワーのある
ときなのでセーブせずに全力で取
り組めば好結果に
【健康運】休憩の時間を多めに。ス
トレスは随時発散を
【幸運の食べ物】コゴミ

【全体運】外野が騒がしく大変そう
ですが、皆があなたのことを思っ
てくれています。感謝の気持ちを
持って事に当たって
【健康運】大人数でする運動やスポ
ーツにツキあり
【幸運の食べ物】サヤエンドウ

【全体運】吉凶混合運です。その場
だけで一喜一憂しないで。前向き
な姿勢が吉運を引き寄せます。う
れしい贈り物の予感も
【健康運】血圧は小まめにチェック。
軽い散歩が◎
【幸運の食べ物】ソラマメ

【全体運】周到な準備が好結果を招
きます。丁寧な作業を心がけて。
また、不足がある場合は無理せず
延期にするのが正解です
【健康運】楽しみながらできる運動
で筋力アップ
【幸運の食べ物】ノビル

双子座 5/21～6/21 蟹 座 6/22～7/22

獅子座 7/23～8/22 乙女座 8/23～9/22 天秤座 9/23～10/23 蠍 座 10/24～11/22

山羊座 12/22～1/19 水瓶座 1/20～2/18 魚 座 2/19～3/20

成長著しくワクワク

新年度となり、進学や就職、異動などで新

生活が始まる人も多いのではないでしょうか。

４月の思い出というと、私は新生活で緊張し

たことばかりが浮かんできます。でも、４月

も終わりごろになると気候はとても良くなり、

新年度の緊張感も取れて、ワクワクするよう

な気分になります。

４月５日は二十四節気の清明（せいめい）

です。文字通り、空気は清らかに澄み渡り、

日差しは日に日に力強く明るくなる季節です。

４月20日は穀雨（こくう）です。穀物を成長

させる雨が降る頃です。この時期は、決して

雨が多いわけではありませんが、周期的に降

る雨と暖かい晴れの天気が植物の成長を促し

お天気カレンダー

気象予報士●檜山靖洋

ます。４月の初めに

は小指の先ほどの大

きさのイチョウの葉

も、４月終わりには

手のひらくらいの立

派な葉になります。

植物も新生活が始ま

った新人も成長が著

しく、なんだか心が

ワクワクする季節で

す。

モナ・カサンドラ

ふきのとう



▲部会長賞に輝いた水上畜産の枝肉と社員の

菊池良太さん

４５

部会長賞に｢（有)水上畜産｣部会長賞に｢（有)水上畜産｣部会長賞に｢（有)水上畜産｣

みちのく村山牛枝肉研究会みちのく村山牛枝肉研究会みちのく村山牛枝肉研究会

ＪＡみちのく村山牛枝肉研究会が２月20日、山形

市の(株)山形県食肉公社で開かれました。黒毛和種

雌牛26頭が出品され、尾花沢市の(有)水上畜産が肥

育した牛が最高位の「肉用牛部会長賞」に輝きまし

た。

当ＪＡは、県内ではトップで東北でも有数の和牛

の産地。さらに肥育牛の肉質向上と、管内肉用牛事

業の振興と活性化を図ることを目的に開催されたも

ので、肉質・脂質・霜降りの度合いなどを慎重に審

査しました。

順
調
な
生
育

順
調
な
生
育

順
調
な
生
育

ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
の
園
地
巡
回

ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
の
園
地
巡
回

ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
の
園
地
巡
回

村
山
営
農
セ
ン
タ
ー
村
山
さ
く

ら
ん
ぼ
加
温
ハ
ウ
ス
研
究
会
（
太

田
一
男
会
長
、
15
人
）
で
は
２
月

13
日
、
３
ヵ
所
の
園
地
を
巡
回
し

ま
し
た
。

良
質
の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
生
産
、

出
荷
す
る
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
、

▲園地を巡回し、さくらんぼの生育状況を確認する生産者たち

(村山市大久保の三原勝さんの園地）

特価で売り出し大盛況特価で売り出し大盛況特価で売り出し大盛況
～JAグリーンおおいしだ・つなぎ、はいっと～～JAグリーンおおいしだ・つなぎ、はいっと～～JAグリーンおおいしだ・つなぎ、はいっと～

▶
雪
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
売
り
出

し
が
行
わ
れ
た
(
は
い
っ
と
)

JAグリーンおおいしだ冬の大感謝祭が２月15日

に開かれ、山形牛や山形県産豚肉、うどん、そばな

どを特別価格で提供しました。

特設会場では大石田農産物直売所「産直つなぎ」

がウルイやネギ、小松菜などの新鮮野菜、町の魚屋

さんによる「イカ焼き」なども販売されました。

２月25日には産直館「はいっと」で、尾花沢雪ま

つり開催に合わせて売り出しが行われ、牛肉や旬の

野果菜を特価で提供。両会場とも、寒い中にもかか

わらず多くのお客様が来店し買い求めていました。

▶
三
浦
組
合
長
(
左
)
と
志
布
村
山
市
長

(
中
央
)
が
太
田
会
長
(
右
)
の
園
地
を

視
察

花
を
咲
か
せ
た
ハ
ウ
ス
内
の
さ
く

ら
ん
ぼ
の
生
育
状
況
や
樹
勢
管
理

状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
今

年
の
冬
は
寒
く
、
特
に
ハ
ウ
ス
内

の
温
度
管
理
は
大
変
で
し
た
が
、

受
粉
作
業
も
最
盛
期
を
迎
え
順
調

に
生
育
し
て
い
ま
す
。

２
月
10
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
職
員
組

合
は
本
店
で
講
演
会
を
開
き
ま
し

た
。
講
師
に
山
形
県
男
女
共
同
参

画
推
進
員
の
佐
藤
記
子
さ
ん
を
迎

え
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

点
検
を
〜
よ
り
よ
い
人
生
を
生
き

る
た
め
に
〜
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

佐
藤
推
進
員
は
新
庄
市
出
身
で
、

大
学
卒
業
後
、
子
育
て
し
な
が
ら

地
元
の
小
学
校
、
中
学
校
に
講
師

と
し
て
勤
務
。
２
０
２
０
年
か
ら

推
進
員
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
年
代
、
業
種
に
と
ら
わ
れ
ず

常
に
現
場
主
義
の
考
え
の
も
と
、

▲ワークライフバランスの重要性について

講演する佐藤推進員

▶
地
元
産
野
菜
な
ど
を
買
い
求
め
る
人

で
賑
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
(
大
石
田
)

職
場
環
境
や
風
土
に
目
を
向
け
講

演
し
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画

社
会
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
定
義
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
一

日
を
振
り
返
る
シ
ー
ト
を
用
い
て

自
分
の
一
日
の
行
動
を
記
入
し
、

仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
の
大
切

さ
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
職
員
へ
の
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
男
性
職
員
が
育
児

休
暇
に
つ
い
て
取
得
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
は
多
い
内
容
で
し

た
が
、
取
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
仕
事
と
生
活
を
調
和
さ
せ

る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
保

巡
回
後
は
、
北
村
山
農
業
技
術

普
及
課
の
小
口
拡
普
及
指
導
員
に

よ
る
栽
培
講
習
会
が
開
か
れ
、
３

月
下
旬
の
出
荷
に
向
け
今
後
の
栽

培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

２
月
７
日
に
は
、
三
浦
組
合
長
、

志
布
村
山
市
長
が
太
田
会
長
の
園

地
を
視
察
。
太
田
会
長
が
生
育
状

況
の
説
明
を
し
「
毎
年
良
品
質
の

さ
く
ら
ん
ぼ
の
出
荷
に
心
が
け
て

い
る
の
で
市
場
の
評
価
も
高
い
。

今
年
は
燃
料
価
格
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
、
生
産
費
の
増
大
が
現
実
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
村
山
市
の

特
産
品
を
継
続
的
に
生
産
し
て
い

く
た
め
、
支
援
を
お
願
い
す
る
」

と
話
を
し
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

尾
花
沢
市
農
業
再
生
協
議
会
が

主
催
す
る
「
尾
花
沢
市
米
づ
く
り

農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
２
月
24

日
に
尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
米
生
産
者
な
ど
約
150
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

山
形
県
農
林
水
産
部
農
業
技
術

環
境
課
の
浅
野
目
謙
之
作
物
技
術

専
門
員
が
「
水
稲
の
高
品
質
・
安

定
生
産
に
つ
い
て
〜
令
和
４
年
の

水
稲
生
育
状
況
と
対
策
〜
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
浅
野

目
専
門
員
は
、
令
和
４
年
産
米
の

生
育
状
況
や
作
柄
な
ど
概
況
を
話

を
し
、
水
管
理
の
徹
底
や
病
害
虫

対
策
、
適
期
収
穫
な
ど
お
い
し
い

米
の
安
定
生
産
に
向
け
て
の
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。

続
い
て
尾
花
沢
市
の
担
当
職
員

が
、
令
和
５
年
度
水
田
営
農
に
係

る
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

来年度の米づくり学ぶ来年度の米づくり学ぶ来年度の米づくり学ぶ

尾花沢市で農業フォーラム尾花沢市で農業フォーラム尾花沢市で農業フォーラム

▲米生産者らが集まったフォーラム▲講演を行う浅野目専門員

た
れ
た
職
場
環
境
で

あ
る
こ
と
が
重
要
だ

と
助
言
し
ま
し
た
。

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

佐
藤
記
子
推
進
員
が
講
演

佐
藤
記
子
推
進
員
が
講
演

佐
藤
記
子
推
進
員
が
講
演

※ワークライフバランス＝仕事と

私生活を調和させ、両方を充実

させることで、相互に良い効果

を生み出すという考え方。



６７

▲産直会員を対象に尾花沢営農センターで開かれた

インボイス制度の研修会

産直会員対象にインボイス制度研修会産直会員対象にインボイス制度研修会産直会員対象にインボイス制度研修会

令和５年10月１日から、消費税の適格請求書保

存方式(インボイス制度)が導入されることに伴い、

インボイス制度について理解を深めてもらおうと

２月１日、尾花沢営農センターで研修会が開かれ

ました。

研修会には、道の駅「ねまる」、おばね産直館「は

いっと」、産直ごてん広場、産直「つなぎ」の会員

ら74人が出席。当JAの顧問税理士で村山公認会

計士事務所の村山秀幸代表を講師にむかえ、消費

税の基本的な仕組みとインボイス制度の内容の説

明に続き、インボイス制度導入後の委託販売方式

を採用している場合、生産者、ＪＡ、消費者のそ

れぞれの立場から見た問題点について話しました。

研修終了後には、活発な質疑応答が行われました。

良質生産への第一歩良質生産への第一歩良質生産への第一歩

りんごの剪定講習会りんごの剪定講習会りんごの剪定講習会

▲雪の中で小関さんから剪定の技術を学ぶ生産者

(写真手前が小関さん）

村山営農センターりんご生産部(青柳篤部長)は

２月17日、戸沢地区の片桐和美さんと青柳部長の

園地２カ所で剪定講習会を開き、合わせて生産者

28人が参加しました。

まだ１㍍以上の積雪があり、講師に、優れた剪

定技術を持つ東根市の小関晃さんを迎え、剪定の

重要性を学びました。小関さんは「剪定は品質を

大きく左右する作業。自分の園地の状態を把握し、

課題を見つけてそして剪定することが重要」と話

をしました。参加者は、安定した花芽を作り、お

いしいりんごになる条件を考え剪定することの大

切さを学びました。

２
月
17
日
、
第
64
回
全
国
家
の

光
大
会
が
京
都
市
の
国
立
京
都
国

際
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
大
人
数
が
参
加
し

て
の
大
会
は
３
年
ぶ
り
で
、
全
国

の
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
の
メ
ン
バ
ー
や

Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
１
０
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

前
日
の
16
日
に
は
、
東
・
中
・

西
日
本
地
区
の
代
表
に
よ
る
体
験

発
表
が
行
わ
れ
、
普
及
・
文
化
活

動
の
部
で
当
Ｊ
Ａ
の
経
営
総
合
企

画
室
の
武
田
貴
嗣
総
合
企
画
課
長

▶
体
験
発
表
す
る
武
田
課
長

が
登
壇
し
ま
し
た
。
武
田
課
長
は

「
『
家
の
光
』
で
原
点
に
立
ち
返
る

自
己
改
革
の
取
り
組
み
」
と
題
し

て
、
家
の
光
の
記
事
を
活
用
し
た

取
り
組
み
を
と
お
し
て
、
さ
ら
に

組
合
員
、
地
域
の
方
々
と
の
接
点

づ
く
り
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
内
容
の
優
秀
さ
が
認
め

ら
れ
、
全
国
家
の
光
協
会
会
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

17
日
の
大
会
で
は
、
対
話
運
動

を
通
じ
て
、
農
協
運
動
に
参
加
・

参
画
す
る
仲
間
を
増
や
し
、
組
合

員
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
」
の
確
立
を
す
す
め
る
こ

と
な
ど
３
つ
の
申
し
合
わ
せ
内
容

を
採
択
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
武
田
課
長
が
体
験
発
表

当
Ｊ
Ａ
の
武
田
課
長
が
体
験
発
表

当
Ｊ
Ａ
の
武
田
課
長
が
体
験
発
表

第
64
回
全
国
家
の
光
大
会

第
64
回
全
国
家
の
光
大
会

第
64
回
全
国
家
の
光
大
会

▶
全
国
家
の
光
協
会
会
長
賞
を
受
賞

し
た
武
田
課
長
(
右
)
と
三
浦
組
合

長
(
左
)



８９

❶唱歌『花』に歌われてい

る川

❷写真などを撮影するため

の施設

❸ラクダやアルパカに似た

アンデス地方の動物

❹クジラより小さめです

❻４月なのに冷えるなあ、

――の戻りかな

❾書類の何も書かれていな

い部分

11新１年生の皆さん、ご

――おめでとう！

13爬虫(はちゅう)類は変温

動物、哺乳類は――動物

15１、３、５、７、９……

17日本人の主食です

19船を着けます

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの

文字を順に並べてできた言葉が答えです。

21

18

19

20

14

15

16

17

12

13

８

９

10

11

５

６

７

１

２

３

４

⬇ タテのカギ

❷野球のＢＳＯのＳ

❺敵ではありません

❼正しい答えに付けるマ

ーク

❽遠くて近きは――の仲

10シオマネキもこの仲間

です

12得意なもの。漢字で書

くと十八番

14体温計を挟みます

16空弁(そらべん)が売ら

れている所

18田畑を耕す道具の１つ

20ギリシャ文字の最後の

字。Ω、ωと書きます

21選抜高等学校野球大会

の会場です

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

答え

Ｅ

➡ ヨコのカギ

19

20

16

17

18

13

14

15

11

12

８

９

10

６

７

１

２

３

４

５

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の

５名の方が当選しました。おめでとうございます。

２月号の答え ｢イチゴガリ｣

[ハガキ記入例]
◆応募のきまり

•応募は１人につき１回有効です。

•紙面の都合により「みちのくぼいす」

に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合

も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』４月号で行い

ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先

•ハガキ…[記入例]をご参照ください。

•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp

•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ３月24日(金)

※ 当日消印有効
ペンネームを使用する方は、ペンネームを使用する方は、

本名・ペンネーム両方とも記本名・ペンネーム両方とも記

入して下さい入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

すてきな賞品をプレゼント

みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名

クロスワードパズル正解者の中から……５名

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
63

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え

②｢みちのくぼいす｣テ

ーマなどに関する身

近な話題、ご意見・

ご感想

③郵便番号・住所

④氏名・ペンネーム

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号

Ａ

•二トマのかあちゃんさん(尾花沢市)

•ヨシジイさん(村山市)

•ユッキーさん(村山市)

•早春賦大好きさん(尾花沢市)

•まあゆさん(村山市)

白
鳥
の
北
帰
行
が
春
を
運
ん
で
く
れ

ま
す
。

(
尾
花
沢
市

77
歳
男
性
さ
ん
)

庭
の
雪
囲
い
が
雪
の
中
か
ら
顔
を
出

し
、
毎
日
材
木
の
姿
が
大
き
く
な
る
と

同
じ
く
、
暖
か
さ
が
日
増
し
に
感
じ
る

と
春
の
近
さ
を
感
じ
ま
す
。
雪
の
色
も

白
か
ら
少
し
づ
つ
色
づ
い
て
く
る
の
も

春
を
感
じ
ま
す
。

(
村
山
市

た
も
山
ち
ょ
う
さ
ん
さ
ん
)

雪
解
け
が
始
ま
り
春
が
来
た
な
と
感

じ
る
時
は
、
菓
子
店
に
｢
く
じ
ら
も
ち
｣

｢
う
ぐ
い
す
も
ち
｣
｢
さ
く
ら
も
ち
｣
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
春
を
感
じ
ま

す
。
産
直
な
ど
で
は
、
手
作
り
の
昔
な

が
ら
の
く
じ
ら
も
ち
な
ど
懐
か
し
い
味

で
す
。

(
村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

①
起
床
時
の
気
温
、
②
う
が
い

の
一
口
の
水
温
、
③
髪
を
と
か
し

な
が
ら
見
る
空
の
青
、
衣
服
の
重

み
、
④
乾
い
て
い
る
道
路
を
見
る

と
自
然
と
ニ
ッ
コ
リ
し
ま
す
。
時

の
流
れ
に
感
心
す
る
こ
の
頃
で
す
。

(
大
石
田
町

桜
モ
モ
コ
さ
ん
)

今
回
の
テ
ー
マ

テ
ー
マ
大
賞

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
春
作
業
が
始

ま
る
季
節
で
す
。
体
調
管
理
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢わ
が
町
の
桜
の
名
所
｣
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
も
桜
の
名
所
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
わ
が
家

の
桜
は
毎
年
き
れ
い
に
咲
く
と
い
う

ご
家
庭
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ト ヨ コ ハ マ

ヒ ガ ン ホ タ ル

シ マ ス ラ イ ス

モ ン ダ イ ヤ

ス ギ ナ ナ ゴ リ

チ リ リ ク ハ

ミ チ ス ウ タ グ

ま
だ
ま
だ
寒
波
が
来
た
り
し
て
雪
は

降
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
窓
ご
し
に
、
雲

間
よ
り
の
ぞ
む
太
陽
の
光
が
暖
か
く
て
、

本
当
に
気
も
ち
良
く
て
、
い
つ
ま
で
も

陽
だ
ま
り
の
中
で
体
全
体
に
光
を
あ
び

て
い
る
時
、
も
う
、
春
も
そ
こ
ま
で
と

思
い
ま
す
。

(
村
山
市

ユ
ッ
キ
ー
さ
ん
)

｢
桜
｣
っ
て
書
か
れ
て
い
る
ド
リ
ン
ク

や
ス
イ
ー
ツ
を
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
見

か
け
た
時
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
気
持
ち

が
ワ
ク
ワ
ク
し
ち
ゃ
い
ま
す
。

(
大
分
県
別
府
市

り
ん
ご
タ
ル
ト
さ
ん
)

辺
り
一
面
、
除
雪
に
汗
を
流
し
た
雪

の
山
。
そ
れ
で
も
３
月
に
入
れ
ば
高
校

の
卒
業
式
。
晴
れ
れ
ば
い
い
な
。
ピ
カ

ピ
カ
の
靴
を
は
い
て
…
。
あ
の
頃
の
自

分
の
姿
と
重
ね
て
、
｢
春
が
来
た
な
｣
と

毎
年
思
い
ま
す
。
(
村
山
市

ま
あ
ゆ
さ
ん
)

ふ
き
の
と
う
、
ふ
く
じ
ゅ
そ
う
、
ゆ

き
わ
り
そ
う
な
ど
の
山
菜
を
取
り
に
行

く
と
春
だ
な
〜
と
感
じ
ま
す
。
今
年
は

い
つ
頃
に
行
け
る
か
な
〜
？

(
大
石
田
町

冬
の
ソ
ナ
タ
さ
ん
)

春
に
な
る
と
花
壇
に
植
え
た
花
の
芽

が
出
て
き
ま
す
。
毎
年
水
仙
が
咲
く
頃

に
な
る
と
雪
国
に
も
遅
い
春
が
来
た
な

と
思
い
ま
す
。
誕
生
日
が
４
月
な
の
で

ま
た
１
つ
年
取
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ら

た
め
て
年
齢
を
実
感
し
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

ち
ろ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
)

｢
春
来
ぬ
と

目
に
は
さ
や
か
に

見

え
ね
ど
も

目
は
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
で

鼻
は
ム
ズ
ム
ズ
」
待
ち
遠
し
い
春
な
の

に
、
私
の
目
や
鼻
は
、
春
の
到
来
を
既

に
感
じ
て
い
ま
す
。
待
ち
遠
し
い
。
で

も
憂
鬱
な
春
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
山
形

な
の
に
、
こ
ん
な
体
質
に
い
つ
の
ま
に

か
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

(
村
山
市

ゆ
う
ち
ゃ
ん
の
じ
い
じ
い
さ
ん
)

暖
か
い
日
差
し
で
雪
解
け
水
が
流
れ

て
キ
ラ
キ
ラ
し
て
る
…
。
鳥
の
さ
え
ず

り
も
可
愛
ら
し
く
、
畑
の
中
や
土
手
に

ふ
き
の
と
う
が
顔
を
出
し
て
く
る
風
景

が
大
好
き
で
す
。
何
を
し
て
も
心
が
弾

ん
で
お
花
を
飾
っ
た
り
植
え
た
り
楽
し

み
な
春
が
早
く
来
て
く
れ
る
の
を
望
ん

で
い
ま
す
。

(
村
山
市

エ
ル
フ
マ
マ
さ
ん
)

３
月
に
な
る
と
す
い
か
の
苗
接
ぎ
の

仕
事
が
始
ま
り
、
仕
事
場
ま
で
５
分
歩

い
て
行
き
ま
す
。
畑
や
田
ん
ぼ
の
雪
が

こ
ろ
こ
ろ
転
ん
だ
様
に
な
っ
た
の
を
見

た
時
、
春
が
近
づ
い
て
い
る
の
を
す
ご

〜
く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
で
〜

す
。

(
尾
花
沢
市

ひ
ま
わ
り
さ
ん
)

２
月
中
旬
過
ぎ
た
頃
、
そ
ろ
そ
ろ
お

雛
様
を
飾
る
時
期
だ
な
と
思
い
な
が
ら
、

お
花
屋
さ
ん
で
桃
の
花
や
菜
の
花
を
見

た
り
し
た
時
に
春
が
来
た
な
と
感
じ
ま

す
ね
。
尾
花
沢
は
雪
深
く
、
ま
だ
ま
だ

地
面
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

ス
ー
パ
ー
で
あ
さ
つ
き
や
う
る
い
、
う

ど
な
ど
の
春
の
味
覚
が
出
回
っ
た
り
、

春
の
装
い
の
広
告
を
見
た
り
す
る
と
、

春
な
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

め
い
さ
や
さ
ん
)

春
が
来
た
な
と
感
じ
る
時
は
、
ま
だ

畑
に
は
雪
が
残
っ
て
い
て
、
少
し
寒
い

が
、
見
る
見
る
う
ち
に
雪
が
解
け
だ
す

時
で
す
。
あ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

雪
が
あ
っ
と
い
う
間
に
解
け
て
し
ま
う

時
が
「
春
が
来
た
な
あ
〜
」
と
感
じ
る

時
で
す
。(尾

花
沢
市

雪
国
大
好
き
で
す
さ
ん
)

毎
日
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
小
川

の
ね
こ
や
な
ぎ
も
ふ
っ
く
ら
と
ふ
く
ら

み
、
春
は
そ
こ
ま
で
や
っ
て
き
て
い
ま

す
。
孫
も
今
年
小
学
校
に
入
り
ま
す
。

今
年
も
す
い
か
が
高
く
売
れ
る
よ
う
に

楽
し
く
働
き
た
い
で
す
。

(
村
山
市

名
取
つ
つ
み
バ
タ
の
サ
ク
ラ
さ
ん
)

冷
蔵
庫
の
中
か
ら
早
く
出
た
い
よ

ー
！
出
た
ら
う
ら
し
ま
花
子
？

(
村
山
市

冷
凍
オ
バ
バ
)

我
が
家
の
北
側
の
部
屋
の
す
っ
ぽ
り

雪
で
覆
わ
れ
た
窓
の
雪
が
、
少
し
づ
つ

雪
が
解
け
始
め
、
小
さ
な
明
り
が
差
し

始
め
た
時
に
そ
ろ
そ
ろ
春
だ
な
と
感
じ

ま
す
。

(
尾
花
沢
市

ト
モ
バ
〜
バ
)

雪
が
多
い
場
所
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

暖
か
く
な
る
と
い
ち
早
く
土
の
中
か
ら

顔
を
出
し
た
「
ふ
き
の
と
う
」
を
見
た

時
、
春
だ
な
あ
〜
っ
て
感
じ
ま
す
。
と

て
も
鮮
や
か
な
色
で
目
立
ち
ま
す
。

(
村
山
市

春
が
大
好
き
さ
ん
)

私
は
冬
で
も
で
き
る
だ
け
毎
日
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
で
も
雪
の
な
い
所
を
さ
が
し
な
が

ら
歩
く
の
は
大
変
で
す
。
そ
ん
な
道
路

の
雪
も
春
が
近
づ
く
と
脇
の
方
か
ら
ど

ん
ど
ん
消
え
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
頃

に
周
り
の
雪
を
も
の
と
も
せ
ず
咲
き
出

す
花
が
あ
り
ま
す
。
「
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ

グ
リ
」
と
い
う
青
い
小
さ
な
可
憐
な
花

で
す
。
こ
れ
が
咲
き
始
め
る
と
春
は
も

う
す
ぐ
で
す
。
ふ
き
の
と
う
も
雪
の
下

で
芽
吹
き
を
待
っ
て
い
る
は
ず
。
そ
ん

な
ふ
き
の
と
う
を
天
ぷ
ら
に
し
て
食
べ

る
の
が
ま
ち
ど
う
し
〜
い
。

(
村
山
市

シ
バ
さ
ん
)

太
陽
の
あ
た
り
の
良
い
場
所
に
、
福

寿
草
が
咲
い
た
の
を
見
た
時
に
春
が
来

た
な
と
感
じ
ま
す
。

(
村
山
市

93
歳
男
性
さ
ん
)

私
の
春
の
楽
し
み
は
小
さ
い
頃
、
春

の
お
彼
岸
に
合
わ
せ
て
母
と
作
る
草
餅

の
若
い
よ
も
ぎ
の
葉
を
摘
む
こ
と
で
し

た
。
日
当
た
り
の
良
い
土
手
の
所
で
、

ま
だ
小
さ
い
よ
も
ぎ
を
見
つ
け
て
は
夢

中
に
な
っ
て
取
り
、
出
来
上
が
っ
た
草

餅
を
仏
様
に
供
え
、
皆
で
食
べ
た
の
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

(
村
山
市

夢
み
る
私
さ
ん
)

春
が
来
た
な
と
感
じ
る
時
は
、
な
ん

と
な
く
暖
か
く
感
じ
ら
れ
る
日
差
し
で

す
。
立
春
を
過
ぎ
る
と
、
雪
は
降
り
は

す
る
け
ど
、
日
差
し
で
消
え
て
い
く
の

が
早
い
と
思
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

２
人
の
孫
が
で
き
た
ば
あ
ば
さ
ん
)

我
が
家
で
は
３
月
３
日
に
ひ
な
祭
り

を
す
る
の
で
、
２
月
中
旬
頃
ひ
な
人
形

を
飾
り
ま
す
。
ん
十
年
前
の
七
段
飾
り

な
の
で
飾
る
の
も
ひ
と
苦
労
で
す
が
、

３
月
に
な
る
と
雪
も
解
け
暖
か
い
日
が

続
く
と
気
持
ち
も
明
る
く
な
っ
て
、
や

っ
ぱ
り
春
は
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

(
村
山
市

プ
チ
ト
マ
ト
さ
ん
)

ス
ー
パ
ー
や
産
直
に
山
菜
等
が
並
び

始
め
る
と
春
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、

気
温
が
高
く
な
る
と
雪
解
け
の
音
が
最

高
で
、
春
の
音
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

２
児
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

お
ひ
な
様
、
ひ
な
菓
子
、
美
し
い
広

告
を
見
る
と
３
月
も
間
近
。
春
を
感
じ

る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
春
の
歌
「
ひ

な
祭
り
」
「
ど
こ
か
で
春
が
」
「
ど
じ
ょ

っ
こ
ふ
な
っ
こ
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
童
謡

を
思
い
出
し
て
口
ず
さ
ん
で
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

早
春
賦
大
好
き
さ
ん
)

裏
山
の
雪
の
け
ま
(
消
え
間
)
に
蕗
の

薹
や
福
寿
草
が
少
し
芽
を
覗
か
せ
、
ま

だ
蕾
の
ブ
ナ
の
木
の
下
を
ボ
ス
猿
を
先

頭
に
子
猫
程
の
子
猿
を
背
中
に
乗
せ
た

親
猿
や
群
れ
が
散
歩
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
も
う
春
が
来
た
。
少
な
く
な
っ
た

雪
の
下
で
野
菜
や
畑
が
待
っ
て
い
る
。

(
尾
花
沢
市

ま
だ
ら
ボ
ケ
さ
ん
)

春
の
気
配
は
動
物
か
ら
。
家
に
は
猫

が
４
匹
い
て
、
そ
ろ
そ
ろ
賑
や
か
に
な

っ
て
き
た
。

(
村
山
市

浦
島
太
郎
さ
ん
)

山
菜
を
食
べ
る
と
春
が
き
た
ー
っ
て

感
じ
が
し
ま
す
。

(
大
石
田
町

た
な
み
の
マ
マ
さ
ん
)

春
に
な
る
と
雪
解
け
、
ふ
き
の
と
う
、

福
寿
草
、
い
ろ
い
ろ
春
ら
し
く
な
り
ま

す
ね
。
我
が
家
で
も
孫
た
ち
も
大
人
の

仲
間
入
り
、
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
が

分
か
り
ま
す
ね
。
そ
の
分
、
私
た
ち
が

年
を
と
っ
て
き
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

あ
き
た
こ
ま
ち
さ
ん
)

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
か
ら
ノ
ー
マ
ル
タ
イ

ヤ
に
交
換
し
た
時
。

(
尾
花
沢
市

サ
カ
ナ
す
き
さ
ん
)

毎
年
花
粉
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

孫
た
ち
も
中
学
、
高
校
と
卒
業
、
入
学

の
時
季
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
治

ま
り
そ
う
に
な
い
コ
ロ
ナ
で
す
が
、
楽

し
い
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
で

す
。(

尾
花
沢
市

ニ
ト
マ
の
か
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

私
が
山
新
に
俳
句
を
投
句
し
て
、
33

入
選
し
た
内
５
句
を
書
き
ま
す
。
｢
傾
ぎ

た
る

土
手
１
面
の

福
寿
草
｣
｢
春
彼
岸

隠
居
暮
ら
し
の

米
寿
か
な
｣
｢
耕
作
の

放
棄
地
よ
り
の

蛍
と
ぶ
｣
｢
猫
連
れ
て

杖
つ
き
散
歩

秋
の
庭
｣
｢
室
咲
き
の

パ

ッ
ト
啓
お
う
桜
か
な
｣

(
尾
花
沢
市

八
十
八
才
の
老
人
さ
ん
)

Ｄ

Ａ

Ｃ

｢春
が
来
た
な
と
感
じ
る
時
｣

Ｂ

Ｅ

Ｃ

わ
が
家
の
庭
に
ス
イ
セ
ン
が
あ
る
ん

で
す
が
、
雪
が
解
け
て
ス
イ
セ
ン
の
葉

が
出
て
き
た
時
に
、
春
が
来
た
な
と
感

じ
ま
す
。
早
く
雪
が
な
く
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

(
村
山
市

孫
が
４
人
に
な
っ
た
ば
あ
ば
さ
ん
)

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、
難
し
い
で

す
ね
。
Ｊ
Ａ
の
職
員
が
作
っ
て
い
る
ん

で
す
か
？
大
変
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(
尾
花
沢
市

は
な
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

(
大
阪
府
堺
市

た
ろ
や
ん
さ
ん
)

働
く
農
業
女
性
人
の
情
報
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。

(
村
山
市

ヨ
シ
ジ
イ
さ
ん
)

毎
月
楽
し
み
に
読
ま
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

(
大
石
田
町

そ
う
す
け
の
じ
い
じ
さ
ん
)

特
に
シ
ェ
フ
の
お
す
す
め
を
見
な
が

ら
、
何
と
か
作
っ
て
家
族
に
出
し
て
い

ま
す
。

(
大
石
田
町

あ
お
い
の
ば
あ
ば
さ
ん
)

雪
片
付
け
の
日
々
で
、
パ
ズ
ル
の
答

え
で
イ
チ
ゴ
狩
り
に
行
き
た
く
な
り
ま

し
た
。
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さ
ん
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３月以降は、以下の体制で営業します。あらかじ

めお確かめ下さい。
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お知らせ掲示板 お知らせ掲示板お知らせ掲示板 お知らせ掲示板

第28回通常総代会(令和５年６月開催予定)におい

て、任期満了に伴うみちのく村山農業協同組合の役

員選任が実施されます。

地区ごとの定数は以下の通りです。

◆村山地区……理事10人／監事１人

◆尾花沢地区…理事７人／監事１人

◆大石田地区…理事３人／監事１人

役員候補者の選出方法については、推薦制での選

出となります。下記のスケジュールで行いますので、

皆様方のご理解とご協力をお願いします。

詳細についてのお問い合わせは、それぞれの事務

取扱担当者（営農センター長・管理部長）までお願

いします。

【推薦会議(旧支店ごと)】

農事実行組合長、農協運営委員等が構成員となり、

旧支店単位ごとに決定した選出方法で理事候補の推

薦者を選出します。

事務取扱は、各営農センター等の役席職員が行い

ます。

役員選任スケジュール

【役員推薦会議(本店)】

地区推薦委員に選任

された委員が構成員と

なり、役員候補者を選

出します。

事務取扱は本店管理

部長が行います。

【理事会】

常勤理事・常勤監事、

員外監事および女性理

事(３名以内)の候補者

は、理事会において選

出し、役員推薦会議に

推薦します。

ＪＡみちのく村山ＪＡみちのく村山
役員候補者推薦について役員候補者推薦について

【地区推薦会議(営農センター)】

各地区(旧支店単位)の正組合員である農事実行組

合長の代表２人(葉山地区は４人)と、各営農センタ

ー単位の農協運営委員等の代表(村山２人、尾花沢

２人、大石田１人)が構成員となり、推薦地区ごと

に役員候補の理事候補者および監事候補者の選出を

行います。

事務取扱は営農センター長が行います。

【理事会】

組合長は役員候補者推薦会議で推薦を受けた候補

者を、総代会に付議する議案として提出します。

【総代会】

推薦会議において推薦された理事および監事候補

者の選任議案を無記名投票により表決し決定します。

労働保険事務組合より労災保険のご案内労働保険事務組合より労災保険のご案内

労災保険は労働者の負傷、疾病、傷害、死亡に対

して保険給付を行う制度です。

農業者の方も労災保険に加入できます。加入の手

続き等は労働保険事務組合が行いますので、労災保

険に加入して万が一の農作業事故に備えましょう。

お問い合わせは、営農販売部営農企画課まで
ご連絡ください。☎0237-55-6317

農業就労者の減少や高齢化等で労働力不足が深刻

化するなかで「無料職業紹介所」を開所しておりま

す。当紹介所では、求人・求職の申込みを受け、雇

用関係の成立を斡旋いたします。

おいしい山形で働いてみませんか！おいしい山形で働いてみませんか！

無料職業紹介の流れ

求人情報の提供

後日、紹介所から求人のある農家が紹介され

ますので、農家に電話して面接日時等を確認し

て下さい。

農家との面接

農家から指定された日時に訪問し、作業内容

や就業条件を確認して下さい。

採用通知

面接後または後日、農家から採用または不採

用の連絡があります。

就 業

採用の連絡があったら、雇用契約を締結し、

指定された日から雇用が始まります。

※求人も随時受付しております。農繁期前に早めの登

録をおすすめいたします。

■連絡先／営農販売部営農企画課 ☎0237-55-6317

求職の申込み

⬇

紹介所の窓口を訪れるか、電話で求職を申

し込んで下さい。

窓口を訪れる場合は電話で日時を事前に予

約して下さい。

⬇

⬇

⬇

｢創業祭｣売り出しを行います！

ＪＡグリーン創業祭＆ＪＡグリーン創業祭＆
営業時間変更のお知らせ営業時間変更のお知らせ

３月17日(金)～19日(日)の３日間、ＪＡグリーン

全店舗で「創業祭」として大売り出しを行います。

13日(月)より目玉商品として、「ぼうだら」「からか

い」「えご草」を特価で販売！

感染対策を実施し、皆様のご来店をお待ちしてい

ます。

営業時間が変わります

期 間 営業時間 定休日

３月１日(水)～

３月16日(木)

午前８時30分～

午後５時
日曜・祝日

３月17日(金)～

３月30日(木)

午前８時30分～

午後６時
(たておか店は

午後５時30分まで)

無休(※)
※３月31日(金)は
臨時休業いたし
ます

４月１日(土)～

４月30日(日)

(予定)

午前８時～

午後６時30分

無休

当ＪＡは令和３年８月、山形県警察本部

と地域安全活動に関する覚書を締結しまし

た。防犯カメラの設置など防犯環境の整備

を始め、地域安全活動に積極的に取り組む

など、警察への協力に対する功労により感

謝状が贈られました。

２月27日、山形県警察本部生活安全部の

桃井参事官が当ＪＡを訪れ、三浦組合長に

賞状を手渡しました。

◇図画部門１部(小１～３年)

◎優秀賞／早坂 優希(大石田北小学校２年)

加藤 凛空(楯岡小学校３年)

矢作 蒼梧(大石田小学校３年)

◇図画部門２部(小４～６年)

◎優秀賞／柴田 鉄汰(宮沢小学校６年)

遠藤 嘉乃(玉野小学校６年)

※令和４年度ＪＡ共済山形県小・中学生書道コン
クールで、村山市立楯岡小学校が学校特別賞を
受賞しました。
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▶
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
三
浦
組
合
長
(
左
)
と

県
警
の
桃
井
参
事
官
(
右
)

２月15日、尾花沢支店前にて尾花沢

警察署と尾花沢市の職員が特殊詐欺防

の声掛けをおこないました。

年金受給日に合わせ実施された声掛

けには｢振子万造(ふりこまんぞう)｣も

駆けつけました｡来店者にまんじゅうと

チラシを手渡し注意を呼びかけました。
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▶
特
殊
詐
欺
の
注
意
を
呼
び
掛
け
る

振
子
万
造
と
尾
花
沢
市
の
職
員

第47回｢ごはん・お米とわたし｣第47回｢ごはん・お米とわたし｣第47回｢ごはん・お米とわたし｣

作文・図画コンクール 受賞者作文・図画コンクール 受賞者作文・図画コンクール 受賞者

(敬称略)


